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　子育ての悩みが募ると、子どもへの虐待につながってしまうこともあります。誰かに相談することで、悩
みが軽減されたり、解決の糸口がつかめたりすることもあります。
　お子さんの発達、育児の悩み・不安、不登校、いじめなどについて、来所やお電話等で相談をお受けして
います。
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連絡・相談先 児童相談所、児童家庭支援センター（P28）

連絡・相談先 ヤングケアラー相談窓口（P30）
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22 相談と支援

子どもに関する相談、子どもからの相談ひとり親家庭への支援ひとり親家庭への支援

手当・助成・貸付金

生活支援・相談・情報提供

各市町村（P31～お問い合わせ

各市町村（P31～49）、県家庭支援課　0857-26-7869

各市町村（P31～49）

　悩みを抱えるひとり親家庭の相談窓口を県内3か所の県立ハローワーク内に設置しました。気軽に相談にお越しください。

　ひとリ親家庭への支援施策をまとめた支援サイトを開設しています。（スマートフォン専用サイトもあります。）
　また、制度の最新情報やイベント情報を配信するメールマガジンもありますので、ぜひご登録ください。
〇鳥取県ひとり親家庭等支援サイトhttps://www.tori-hitorioya.com

　生活が不安定である等の母子家庭が入所できる施設です。指導員が自立の促進のためにその生活の支援や相談を行っています。

　一時的な病気や母・父の技能習得のための通学、冠婚葬祭などで家事や子どもの保育が困難になった場合、家庭生活支援員を派遣します。利用にあ
たっては市町村で事前登録が必要です。
〇対象者：母子家庭の母・父子家庭の父、寡婦

　就労のために必要なパソコン（ワード、エクセル）の知識や技能を習得するための講習会を実施します。
〇対象者：母子家庭の母・父子家庭の父、寡婦

●自立支援教育訓練給付金
　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座を受講する場合の受講料の一部を助成します。
〇給付額：受講料の6割に相当する金額
●高等職業訓練促進給付金等
　看護師、介護福祉士及び保育士等の資格を取得するため1年以上（R3～R4は6か月以上も可）養成機関で修業する場合、修業期間中の経済的負担軽減のための
給付金を支給します。
〇給付額： 100,000円／月（市町村民税非課税世帯） 70,500円／月（市町村民税課税世帯）
※最終学年は月40,000円の上乗せあり。
〇対象者：母子家庭の母・父子家庭の父

○対象者：離婚又は死別等により父親又は母親と生計を同じくしていない子どもを養育しているひとり親家庭等
○金　額：児童1人の場合　月額10,740円～ 45,500円（所得により支給制限あり）
　　　　　※児童２人以上の場合、加算措置あり。奇数月に支給（年６回支給）

　ひとり親家庭の18歳未満の子どもを蓑育している方やその子どもが医療機関に通院、または入院した場合の医療賓を助成します。（所得税非課税世帯）
　※ただし、以下の負担上限額までは病院でお支払い頂く必要があります。

　ひとり親家庭や寡婦の生活や、養育費、就労等さまざまな相談を受け、問題解決のお手伝いをします。

　ひとり親家庭や寡婦の生活の安定のため、子どもの進学に 
利用できる修学資金などを無利子や低利子で貸付けています。

23相談と支援



子どもに関する相談、子どもからの相談

子育て中のお父さん、お母さん、ご家族の方へ

子
こ

どものみんな（お子
こ

さん自
じ

身
しん

）へ

　子育ての悩みが募ると、子どもへの虐待につながってしまうこともあります。誰かに相談することで、悩
みが軽減されたり、解決の糸口がつかめたりすることもあります。
　お子さんの発達、育児の悩み・不安、不登校、いじめなどについて、来所やお電話等で相談をお受けして
います。

　おうちのことや友
とも

だちのことで悩
なや

んでいませんか？ひとりで悩
なや

まないで、周
まわ

りの誰
だれ

かに相
そう

談
だん

しましょう。

　友
とも

だちのことや学
がっこう

校の悩
なや

み、家
か

族
ぞく

の悩
なや

み、家
いえ

に帰
かえ

りたくない、友
とも

だちや家
か

族
ぞく

にも話
はな

しづらいことなどを、

相
そう

談
だん

所
じょ

に行って直
ちょく

接
せつ

会
あ

って相
そう

談
だん

したり、電
でん

話
わ

で相
そう

談
だん

したりできます。

連絡・相談先 児童相談所、児童家庭支援センター（P28）

連絡・相談先 ヤングケアラー相談窓口（P30）

連
れん

絡
らく

・相
そう

談
だん

先
さき

児
じ

童
どう

家
か

庭
てい

支
し

援
えん

センター、子
こ

ども電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

室
しつ

（P30）

ヤングケアラーに関
かん
する相

そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち

　大
おと
人
な
の代

か
わりに、幼

おさな
いきょうだいの世

せ
話
わ
や、障

しょう
がいや病

びょう
気
き
のある家

か
族
ぞく
の介
かい
護
ご
やケアを行

おこな
うことで、

自
みずか
らの育

そだ
ちや教

きょう
育
いく
に支

し
障
しょう
を来
きた
している18歳

さい
未
み
満
まん
の子

こ
どもを「ヤングケアラー」といいます。

　鳥
とっとり
取県
けん
では、ヤングケアラー当

とう
事
じ
者
しゃ
や保

ほ
護
ご
者
しゃ
の悩
なや
みに寄

よ
り添

そ
い、ヤングケアラーの方

かた
を必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん

に繋
つな
げるための相

そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
を設
せっ
置
ち
しています。

　困
こま
ったこと・話

はなし
をしたいことがあったら、まずは相

そう
談
だん
してください。

LINEでの相
そう
談
だん
もお受

う
けしています。

鳥
と っ と り

取県
け ん

ヤングケアラーLINE相
そ う

談
だ ん

窓
ま ど

口
ぐ ち

https://www.pref.tottori.lg.jp/305835.htm

お気
き

軽
がる

に
ご相

そう

談
だん

ください

LINEでも
子育てや親子関係の
悩みを相談できます！

22 相談と支援

子どもに関する相談、子どもからの相談ひとり親家庭への支援ひとり親家庭への支援

手当・助成・貸付金

生活支援・相談・情報提供

各市町村（P31～お問い合わせ

各市町村（P31～49）、県家庭支援課　0857-26-7869

各市町村（P31～49）

　悩みを抱えるひとり親家庭の相談窓口を県内3か所の県立ハローワーク内に設置しました。気軽に相談にお越しください。

　ひとリ親家庭への支援施策をまとめた支援サイトを開設しています。（スマートフォン専用サイトもあります。）
　また、制度の最新情報やイベント情報を配信するメールマガジンもありますので、ぜひご登録ください。
〇鳥取県ひとり親家庭等支援サイトhttps://www.tori-hitorioya.com

　生活が不安定である等の母子家庭が入所できる施設です。指導員が自立の促進のためにその生活の支援や相談を行っています。

　一時的な病気や母・父の技能習得のための通学、冠婚葬祭などで家事や子どもの保育が困難になった場合、家庭生活支援員を派遣します。利用にあ
たっては市町村で事前登録が必要です。
〇対象者：母子家庭の母・父子家庭の父、寡婦

　就労のために必要なパソコン（ワード、エクセル）の知識や技能を習得するための講習会を実施します。
〇対象者：母子家庭の母・父子家庭の父、寡婦

●自立支援教育訓練給付金
　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座を受講する場合の受講料の一部を助成します。
〇給付額：受講料の6割に相当する金額
●高等職業訓練促進給付金等
　看護師、介護福祉士及び保育士等の資格を取得するため1年以上（R3～R4は6か月以上も可）養成機関で修業する場合、修業期間中の経済的負担軽減のための
給付金を支給します。
〇給付額： 100,000円／月（市町村民税非課税世帯） 70,500円／月（市町村民税課税世帯）
※最終学年は月40,000円の上乗せあり。
〇対象者：母子家庭の母・父子家庭の父

○対象者：離婚又は死別等により父親又は母親と生計を同じくしていない子どもを養育しているひとり親家庭等
○金　額：児童1人の場合　月額10,740円～ 45,500円（所得により支給制限あり）
　　　　　※児童２人以上の場合、加算措置あり。奇数月に支給（年６回支給）

　ひとり親家庭の18歳未満の子どもを蓑育している方やその子どもが医療機関に通院、または入院した場合の医療賓を助成します。（所得税非課税世帯）
　※ただし、以下の負担上限額までは病院でお支払い頂く必要があります。

　ひとり親家庭や寡婦の生活や、養育費、就労等さまざまな相談を受け、問題解決のお手伝いをします。

　ひとり親家庭や寡婦の生活の安定のため、子どもの進学に 
利用できる修学資金などを無利子や低利子で貸付けています。

23相談と支援



児童相談所（P28）、各市町村（P31～49）

（P28）

配偶者暴力相談支援センター、警察（P30）
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金　額：月額15,690円（2、5、8、11月に支給）

〇対象者：精神又は身体に中程度以上の障がいのある20歳未満の子どもを養育している保護者の方等
〇金　額：1級は月額55,350円　　２級は月額36,860円　　※いずれも4、8、11月に支給

　身体障害者手帳は、身体に障がいのある方がさまざまな支援や助成を受けるために必要なものです。知事
又は中核市長が指定している医師の診断書に本人の写真を添えて、各市町村に申請してください。

　集団保育が可能な程度の障がいのある子どもを、
保育所、認定こども園、幼稚園等で受け入れていま
す。各市町村や保育所等に相談してください。

各市町村（P31～49）
各児童相談所（P28）、各市町村（P31～49）

各市町村（P31～49）、県民福祉局（P29）

各市町村（P31～49）、県民福祉局（P29）

障がいのある子どもと保護者等への支援

障がいのある子どもを預ける
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